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会誌「日事連」７月号特集 『活かされる文化財（仮）』寄稿のお願い

平素は本会の事業運営にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、会誌編集専門委員会では、本会会誌「日事連」２０１９年７月号で特集『活かされる文化財（仮）』を企画しております。そこで、日本国内にある文化財の活用事例について、貴会会員の執筆により紹介します。
つきましては、時節柄ご多忙のことと存じますが、下記のとおり原稿を募集いたしますので、是非ご寄稿下さいますよう宜しくお願いいたします。添付の３月号「まちの小さなミュージアム」の寄稿記事のような誌面構成を予定しておりますので、ご参考にしていただけましたら幸いです。

[bookmark: _GoBack]記

（１）タイトル	活かされる文化財（仮）
サブタイトルはご自由にお書きください。
（２）頁数　　　　　　 １頁
（３）執筆内容	日本国内にある文化財（重要文化財、登録有形文化財、県指定有形文化財など種類は問わない）の活用例について紹介する。
その他、分かる範囲で所在地・設計者・竣工年等の建物概要、開館時間・休館日等の施設概要を添えてください。
（４）字数及び写真等	６００～８００字程度（Ｗｏｒｄ原稿）、写真２～３点
	※文体は「ですます」調とする。
※画像は１ファイル２メガ以上とし、キャプション（短い説明文）をつけ
る。原稿とは一体化せず、jpegデータ等で別添にして送付する。
※ご自身で撮影または撮影者の許可を得た写真とする。
（インターネット上に公開されている写真は著作権の関係上掲載できません。）
	今回はできる限り１人１頁の掲載で統一したいと考えています。そのため、必要に応じて編集作業の過程で文字数を調整する場合や原稿を加筆修正する場合があります。あらかじめご了承ください。


（５）原稿締切	２０１９年５月１５日（水）　
（６）原稿料　	掲載記事に対して薄謝進呈します。
☆原稿送付の際は、執筆者氏名（単位会名）・会社名・掲載誌送付先住所をご明記ください。
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